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１　はじめに

財務省貿易統計によると、2021年の日
本の生鮮アスパラガス輸入量は9037トン
であり、12年の１万5243トンと比較して
40.7%減少した（図１）。これは輸送コス
トや出荷時期（豪州と一部重複）といった
面での競争力低下とみられる。

輸入先別に見ると、メキシコからの輸入
が全体の９割を占め、豪州（同6.6%）、

ぺルー（同1.8%）がこれに続いている。
12年には豪州、ぺルー、タイ産がある程
度の割合を有していたが、近年はこれらの
国からの輸入が減少し、メキシコ産の割合
が高まっている。ぺルー産は、直近10年
間で輸入量の最も多かった13年（1868
トン）と比べ、21年（164トン）には10
分の１以下に減少しているものの、一年を
通して輸入されている。

また、21年の調製アスパラガスの輸入

ペルー産アスパラガスの生産・流通
および輸出動向

ペルーのアスパラガス生産は、調製ホワイト・アスパラガスの欧州向け輸出を目的として
1950年代に始まった。現在では、生鮮グリーン・アスパラガスを中心として一年を通
した生産・出荷が行われており、米国やＥＵ向けを中心に日本向けも含め、世界第１位の
アスパラガス輸出国となっている。アスパラガスは、同国農産物の輸出重点品目の一つに
位置付けられており、政府による支援の下、今後も国際市場における影響力を維持するものと
みられる。
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図１ 生鮮アスパラガス輸入量の推移
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量は733トンであり、生鮮アスパラガス
の減少と同様に12年の1509トンと比較
して51.4%減少した（図２）。

輸入先別に見ると、中国が全体の６割弱
（58.8%）、ペルーが４割（同40.6%）と、
この２カ国でほぼ独占している。ペルー産
は、直近10年間では20年の501トンが最
大で、毎年200~500トン程度輸入されて
いる。

本稿では、ペルーの主要な農産物の一つ
であるアスパラガスの生産、流通および輸
出動向について報告する。

なお、本稿中の為替レートは、三菱ＵＦ
Ｊリサーチ＆コンサルティング株式会社

「月末・月中平均為替相場」2022年12月
末ＴＴＳ相場の１ヌエボ・ソル=35.16
円、１米ドル=133.70円を使用した。

２　生産動向

（１）　生産地域
ペルーは、南米大陸北西部の太平洋岸に

位置する。国土面積は日本の約3.4倍の

128万5000平方キロメートルで、南米で
はブラジル、アルゼンチンに次ぐ大きさで
ある。国土は南北に2000キロメートル超
にわたり、赤道直下の南緯０度から18度
に位置する。地理的には熱帯と亜熱帯にま
たがるが、気候は地勢状の３地域により異
なる。南北にアンデス山脈が走っており、
３つに大別すると、国土の28%がアンデ
スの山岳地域（シエラ）、12%が太平洋に
面する沿岸地域（コスタ）、60%が内陸部
の熱帯雨林地域（セルバ）となる（図３）。
このうち、農地面積は、国土面積の19％
に相当する24万4000平方キロメートル
であり、アスパラガスは沿岸地域の比較的
温暖な気候の下で栽培されている。

（２）　主な生産地
ペルーのアスパラガス生産は、北部が

調製ホワイト・アスパラガスを中心とす
る一方、南部では生鮮グリーン・アスパ
ラガスが中心と特徴付けられる。これは、
両地域の気候によるところが大きく、北
部のラ・リベルタ州では曇天が多いのに
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対し、南部のイカ州では日照時間が長く、
光合成によりグリーン・アスパラガスの
緑色が濃くなるという性質に適している
ためである。また、北部ラ・リベルタ州
に比べ南部イカ州は季節による気温の寒
暖差が大きい。このため、北部では年間
を通して収量が安定している一方、南部
では気温が上昇する９～ 12月に収量が多
くなる傾向がみられる（図４、５）。

このほか、生鮮グリーン・アスパラガ
スを輸出するための空港や港湾施設など
へのアクセスの良さも産地形成に関与し
ている。ペルーのアスパラガスは、ほと
んどがリマ国際空港、もしくはそれに近

接するカヤオ港から輸出される。輸出地
までの距離は、北部ラ・リベルタ州トル
ヒーヨ市から600キロメートルであるの
に対し、南部イカ州イカ市は200キロメー
トルで交通アクセスが良い。しかしなが
ら、この輸出アクセスが不利であるにも
かかわらず、北部でも2000年代に入って
からは生鮮輸出用のグリーン・アスパラ
ガスの生産が増加している。北部でのア
スパラガス生産は、品質や単収面で南部
より不利とされているが、寒暖差の小さ
い気候を利用し南部と競合しない時期に
出荷を行っている。

https://www.ers.usda.gov/publications/pub-details/?pubid=37037
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資料：ペルーアスパラガス・野菜研究所（ＩＰＥＨ）ほか

図４ アスパラガスの主要生産州および主な用途

アンカシュ

ランバイエケ

リマ

イカ

調製

ラ・リベルタ

資料：ペルーアスパラガス・野菜研究所（ＩＰＥＨ）ほか

0

5

10

15

20

25

30

35

40

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12

図５ 月別生産量の推移（２０２０年）

イカ ラ・リベルタ リマ アンカシュ ランバイエケ 全国（千トン）

資料：MIDAGRI

（月）

図５　月別生産量の推移（2020年）

資料：MIDAGRI



野菜情報 2023.258

（３）　アスパラガス生産の経緯
ペルーの農産物輸出は、コーヒーなどの

伝統的作物とブドウ（生食用）、マンゴー、
ブルーベリー、バナナ、アスパラガスなど
の非伝統的作物に分類される。輸出額で見
ると、アスパラガスはブドウ、マンゴーに
次ぐ輸出規模であり、輸出重点品目の一つ
として位置付けられる。

ペルーのアスパラガス生産は1950年代
に始まり、以下の３つの段階を経て現在に
至っている。

ア　第１期（1950~70年代）
ペルーのアスパラガス生産は、50年代

初めに北部沿岸地域にあるラ・リベルタ州
で、欧州向け缶詰用として調製ホワイト・
アスパラガスが導入、栽培されたのが始ま
りとされる。80年代半ばまで最大の輸出
先はデンマークであり、こうした輸出需要
を背景に、生産量は増加基調で推移した。

イ　第２期（1980~90年代前半）
アスパラガス生産量は、80年代から90

年代前半にかけて作付面積および単収の増
加により拡大した。これは、80年代に調
製ホワイト・アスパラガス輸出市場で大き
な割合を占めていた台湾からの輸出が減少
したためであり、台湾に代わりペルーおよ
び中国からの輸出が増加した。

その一方で、生鮮グリーン・アスパラガ
スの輸出市場開拓に向けた取り組みを開始
した。南部の沿岸地域にあるイカ州では、
86年に輸出用生鮮グリーン・アスパラガ
スの生産プログラムが開始され、生鮮品を
中心にアスパラガスの生産が行われた。

伝統的な作物生産から脱却し新たな輸出
作物の導入を模索していた南部イカ州の農

協では、米国南部市場でのビジネスチャン
スを求め、米国国際開発庁（USAID）か
らの農業支援や貿易振興に関する提案、資
金などの支援を受け、同国向け輸出作物と
して、メロン、パプリカ、豆類、グリーン・
アスパラガスなどの試験栽培評価が行われ
た。この結果、ペルーのグリーン・アスパ
ラガス生産は、米国市場における端境期の
供給作物として採用された。この端境期供
給プロジェクトでは、イカ州の農協が生産
者に呼び掛け500ヘクタールの農地でグ
リーン・アスパラガスを生産するととも
に、加工・出荷施設を建設したことで、同
州のグリーン・アスパラガス生産の産業化
に至った。80年代末に導入された輸出向
け生鮮グリーン・アスパラガス生産はその
後急速に拡大し、90年代には、生鮮グリー
ン・アスパラガスが調製ホワイト・アスパ
ラガスの生産量を上回った。

ウ　第３期（1990年代後半～）
90年代後半になると、アスパラガスの

生産の中心は、欧州向けなどの調製ホワイ
ト・アスパラガスから米国向け生鮮グリー
ン・アスパラガスに移行した。これは、中
国のアスパラガスの生産・輸出状況の影響
を受けている。中国のアスパラガス生産量
は、98年の35万トンから01年には62万
トンに増加するとともに、調製ホワイト・
アスパラガスの輸出量も７万8000トンか
ら９万6000トンに増加した。また、調製
ホワイト・アスパラガスの輸出単価は、中
国産（2001年、0.86米ドル、115円）が
ペルー産（同1.93米ドル、258円）より
圧倒的に安価であった。ペルー産アスパラ
ガスの市場価格は、中国産の輸出拡大に伴
い下落した結果、生産者の収益性悪化につ
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イ　生産量
2021年のアスパラガス生産量は、35

万7806トン（前年比3.1%減）とやや減
少した。15年と比較すると3.2%減少して
いるものの、この間の生産量に大きな変化
は見られない（表２）。

州別に見ると、生鮮グリーン・アスパラ
ガスの生産が盛んなイカ州では、15年か
ら19年にかけて増加傾向で推移し、16年
にラ・リベルタ州を抜いて最大の生産州と

なった。21年は減少したものの、生産量
全体の50.2%を占める最大の生産州であ
る。これに次ぐラ・リベルタ州の生産量は、
15年から19年まで減少傾向で推移した
が、20年以降はやや回復基調となってい
る。調製ホワイト・アスパラガスの生産が
多い同州では、調製品の輸出減に伴い、生
鮮グリーン・アスパラガスやその他の輸出
向け作物（マンゴーなど）へ作付けの転換
が進んでいる。　

ながった。このため、ペルーでは調製ホワ
イト・アスパラガスから生鮮グリーン・ア
スパラガスへ生産の転換が進んだ。

（４）収穫面積・生産量
ア　収穫面積

ペルー農業灌
かん

漑
がい

省（MIDAGRI）による
と、2020年の収穫面積は３万2446ヘク
タール（前年比2.4%増）とわずかに増加

した（表１）。南部イカ州が最大の生産州
であり、これに次ぐ北部ラ・リベルタ州と
合わせると全体の８割を占め、２大産地と
なっている。20年の収穫面積を15年と比
較すると4.4%減となっており、やや減少
傾向で推移している。州別では、イカ州が
増加する一方、ラ・リベルタ州が減少傾向
で推移している。

表１　収穫面積の推移 （単位：ヘクタール）

州 2015 年 2016 年 2017 年 2018 年 2019 年 2020 年 20 年 /15 年比生産割合
イカ 13,459 13,899 14,097 14,821 14,809 14,657 45.2% 8.9%
ラ・リベルタ 14,195 12,284 12,338 11,291 11,302 11,417 35.2% ▲ 19.6%
リマ 2,370 1,854 2,371 2,382 2,395 2,013 6.2% ▲ 15.1%
アンカシュ 2,919 2,915 2,366 2,126 2,842 3,288 10.1% 12.6%
ランバイエケ 1,002 133 329 390 352 1,071 3.3% 6.9%

全国計 33,945 31,085 31,501 31,010 31,700 32,446 100.0% ▲ 4.4%
資料：MIDAGRI
　注：データの公表は2020年までである。

表２　アスパラガス生産量の推移 （単位：トン）

州 2015 年 2016 年 2017 年 2018 年 2019 年 2020 年 2021 年 21 年
/15 年比生産割合

イカ 147,550 171,411 180,003 189,941 193,108 190,467 179,526 50.2% 21.7%
ラ・リベルタ 176,198 164,346 161,101 134,200 137,619 143,879 144,619 40.4% ▲ 17.9%
リマ 23,453 19,517 21,276 19,653 19,972 19,035 18,066 5.0% ▲ 23.0%
アンカシュ 16,000 15,888 12,370 11,864 13,993 12,982 14,662 4.1% ▲ 8.4%
ランバイエケ 6,546 793 4,023 2,231 2,097 3,007 933 0.3% ▲ 85.7%
全国計 369,747 371,956 378,773 357,889 366,790 369,370 357,806 100.0% ▲ 3.2%
資料：MIDAGRI
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（６）関連政策など
ア　政府の支援プログラム

MIDAGRIは、2010年から競争力強化
のための支援プログラム（Agroideas）
を実施している。このプログラムは、アス
パラガスなど20種類以上の野菜や果物の
生産チェーンの強化を目的としており、生
産・流通の合理化のための機械やインフラ
の設備、農業資材の導入、技術支援などを
行っている。

また、サブセクター灌
かん

漑
がい

プログラム
（PSI）を通じ、同国で課題となっている
灌漑施設整備として、大規模な水力発電・
灌漑整備工事や灌漑水路の改修工事などが
行われている。

イ　農業振興法
ペルーでは2001年、都市部（リマおよ

びカヤオ）を除く地域の農業投資を促進
するため「農業振興法（農業セクターの
振興に関する法律）」が制定された。この
法律は19年に改正され、新農業振興法と
して31年まで実施期間が延長された。新
農業振興法では、農業従事者の権利の拡
大や小規模家族経営農家の待遇改善を図
るため、最低賃金の引き上げなど一層の
労働条件の改善などが課された。この結
果、人件コストなどが上昇し、収益性が
低いアスパラガス栽培などからの撤退や
アボカド、ブルーベリー、ブドウなど高
収益作物への転換が進んでいる。

（５）品種
1950年代にラ・リベルタ州でアスパラ

ガスの栽培が始まった際には、缶詰用のホ
ワイト・アスパラガスとして、メアリー・
ワシントン（Mary Washington）という
品種が導入された。現在では、米カリフォ

ルニア大学で開発されたUC157F1が全体
の85%程 度 を 占 め る。 こ の ほ か、
UC157F1の改良型であるUC115を利用
する生産者もある。ペルーでの主な栽培品
種は表３の通りである。

表３　ペルーでの主な栽培品種
①　ライトグリーンまたはホワイト・アスパラガス

・Connover's Colossal（コノヴァース・コッロサル）

・Mammoth White（マンモス・ホワイト）

②　濃い色のグリーン・アスパラガス

・Martha y Mary Washington（マーサ＆メアリー・ワシントン）

・Palmetto（パルメット）

・Argentenil（アルジャントゥイユ）

・UC157F1

・UC72

・UC115
資料：MIDAGRI
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３　流通、消費動向

（１）流通（加工、輸送）
ペルーのアスパラガスの流通は、全体の

約８割が生産から加工・出荷、輸出に至る
まで企業による一元的管理が行われている
とされる。輸出企業の中には、自社で圃

ほ

場
を所有している場合もあり、原料が不足す
る場合には契約生産者から調達を行う。加
工・出荷についても自社工場または契約先
企業が行っている。

生鮮グリーン・アスパラガスの場合、加
工・出荷工場では、高圧水での予備洗浄、
消毒冷却を行う。その後、高圧洗浄、異物
除去、選別・分類、茎の下の部分のカット
作業を行い、結束、箱詰めを行う。箱詰め
されたアスパラガスは、出荷までの間、冷
蔵保管（２度）される。加工施設のあるイ
カ州から国際空港のあるリマまでは輸送ト
ラックで６時間程度を要する。

空港に到着したアスパラガスは冷蔵倉庫
で保管され、温度管理された航空機で目的

地に運ばれる。海上輸送は航空輸送より安
価であるが輸送時間が長いため、生鮮アス
パラガスでは輸送期間が最長９～ 13日以
内の場合に利用している。ペルー統合外国
貿易情報システム（SISCEX）によると、
生鮮グリーン・アスパラガスは全体の８割
程度が航空輸送とされる。一方、調製品や
冷凍品はほぼ全量が海上輸送される。リマ
のホルヘ・チャベス国際空港には最新の冷
蔵室が整備されており、生鮮アスパラガス
の８割程度が当該空港から輸出される。

なお、米国に輸出される生鮮グリーン・
アスパラガスは、米国内に到着後、一時保
管場所に輸送する前段階で臭化メチルによ
り燻蒸処理されることが義務付けられてい
る。

（２）輸出業者
生鮮アスパラガスの輸出業者は61社あ

り、このうち、上位２社（Beta社および
Danper社）のそれぞれの取扱量が10%
を超える（表４）。大手輸出業者の多くは

表４　生鮮アスパラガス上位輸出業者（2020年）

業者名 本社所在地 取扱い割合
（％）

輸出額 FOB
（1,000 米ドル）

Complejo Agroindustrial Beta S.A. リマ 10.9 35,852

Danper Trujillo S.A.C. ラ・リベルタ 10.2 33,423

Agroexportaciones Nathanael S.A.C. ラ・リベルタ 5.2 16,991

Sociedad Agrícola Drokasa S.A. リマ 4.7 15,483

 Agro Paracas S.A. イカ 4.6 14,928

Santa Sofia del Sur S.A.C. リマ 4.2 13,856

Agricola Cerro Prieto S.A.C. リマ 4.1 13,379

Floridablanca S.A. イカ 3.7 12,201

Agrovision Peru S.A.C. リマ、米国ロサンゼルス 3.7 12,148

Empresa Agroexport Ica S.A.C. イカ 3.6 11,671

その他 45.2 148,289

合計（全 61 社） 100.0 328,221
資料：MIDAGRI、SISCEX
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首都リマに本社があり、複数の地域に自
社圃場を有し、それぞれの地域で生産か
ら加工・出荷までの流通体制を整えてい
る。

（３）価格
MIDAGRIによると、2020年のアスパ

ラガスの生産者販売価格は、全国平均で
１キログラム当たり3.28ヌエボ・ソル

（115円）であった（図６）。15~20年の

間の価格は、17年の3.69ヌエボ・ソル
（130円）が最も高く、20年が最も安い。

主要生産地の価格を見ると、イカ州は
ラ・リベルタ州より高い価格で取引されて
いる。これは、イカ州では生鮮グリーン・
アスパラガスの生産が中心であり、調製ホ
ワイト・アスパラガスの取引が多いラ・リ
ベルタ州より高値で取引されているためと
みられる。

（４）消費
ペルーでは、アスパラガスは日常的に消

費される野菜ではなく、国内での消費量は
少ない。同国では栄養価の高いグルメ商品
と位置付けられており、高所得者層の多い
都市部以外での流通は少ない。2017年に
リマ大学が公表した調査結果によると、１
人当たりの年間アスパラガス消費量は１キ

ログラム未満であり、国内消費は、生産量
全体の１～３％と推定される。

販売形態を見ると、スーパーマーケット
では、通常、束ねられて販売されており、
袋詰めされ生産者タグが付いたものもあ
る。また、市場などでは、客の要望により
輪ゴムなどで束ねられて販売されているこ
ともある（写真１～３）。
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写真１　スーパーでの販売形態

写真２　市場の様子

写真３　市場での販売形態
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４　輸出動向

ペルー貿易観光促進庁（ＰＲＯＭＰＥＲ
Ｕ）の輸出統計によると、次の通り生鮮品、
調製品、冷凍品のアスパラガスが輸出され
ている。
（1）　生鮮品

2021年の生鮮アスパラガス輸出量は、
13万5978トン（前年比6.2%増）となっ
た。直近10年間では21年が最大で、この
間11万~13万トン台で推移している（図
７）。

輸出先別に見ると、米国向けが９万
8648トンと最も多く全体の72.5%を占め
る。このほか、オランダ（全体の7.3%）、
ス ペ イ ン（ 同7.2%）、 英 国（ 同6.6%）、
カナダ（同1.2%）と欧州、北米地域が続
いており、上位５カ国で全体の94.7%を
占める。21年の日本向けは167トン（前
年比10.6%増）となった。直近10年間で
は13年の1617トンが最大で、その後、
20年まで減少傾向で推移し13年の10分
の１程度となった（表５）。
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図７　生鮮アスパラガス輸出量・輸出単価

表５　生鮮アスパラガス主要輸出先別輸出量
（単位：トン）

2012 年 2013 年 2014 年 2015 年 2016 年 2017 年 2018 年 2019 年 2020 年 2021 年
米国 77,734 86,819 92,716 91,901 87,069 81,416 92,537 92,864 95,609 98,648
オランダ 13,896 11,110 11,012 10,716 9,258 8,832 10,262 9,738 7,939 9,872
スペイン 7,805 7,008 8,167 7,699 8,650 8,461 9,821 11,063 8,430 9,748
英国 7,871 9,439 9,673 9,583 9,416 8,453 9,612 9,117 8,118 8,982
カナダ 1,071 392 604 904 737 574 670 1,637 1,988 1,568
日本 1,367 1,617 1,272 712 602 595 372 235 151 167
その他 8,354 8,334 9,742 8,464 8,109 7,076 9,585 9,329 5,788 6,993

計 118,098 124,719 133,186 129,979 123,841 115,407 132,859 133,983 128,023 135,978
資料：PROMPERU
注：対象はHS0709200000。

資料：PROMPERU
　注：HS0709200000
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（2）　調製品
2021年の調製アスパラガス輸出量は、

３万1989トン（前年比6.3%減）となっ
た。直近10年間では12年が５万4189ト
ンと最大で、17年まで減少傾向が続き、
18年以降は20年まで増加傾向で推移した
が、長期的には減少傾向となっている（図
８）。

輸出先別に見ると、スペイン向けが１万
1300トンと最も大きく全体の35.3%を占

める。このほか、米国（全体の24.7%）、
フ ラ ン ス（ 同15.7%）、 ド イ ツ（ 同
11.8%）、イタリア（同2.2%）と欧州、
北米地域が続いており、上位５カ国で全体
の89.7%を占める。21年の日本向けは
313トン（前年比31.7%減）と大幅に減
少した。直近10年間では20年の458トン
が最大で、16年から20年まで回復基調で
推移した（表６）。
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図８　調製アスパラガス輸出量・輸出単価

資料：PROMPERU
　注：H2005600000

表６　調製アスパラガス主要輸出先別輸出量
（単位：トン）

2012 年 2013 年 2014 年 2015 年 2016 年 2017 年 2018 年 2019 年 2020 年 2021 年

スペイン 15,892 14,144 16,298 12,643 13,421 11,367 13,548 13,825 13,211 11,300

米国 12,366 10,372 4,669 5,992 6,124 5,156 4,640 6,267 8,595 7,910

フランス 11,129 10,318 9,545 9,838 7,997 6,335 4,805 5,002 5,004 5,018

ドイツ 6,459 5,449 5,625 5,454 3,037 2,079 3,360 2,950 3,141 3,764

イタリア 1,097 760 1,072 730 799 823 659 1,052 676 713

日本 399 223 192 322 156 217 213 339 458 313

その他 6,847 6,393 7,040 4,809 3,891 3,694 3,286 3,312 3,058 2,971

計 54,189 47,659 44,441 39,788 35,425 29,671 30,511 32,747 34,143 31,989
資料：PROMPERU	
　注：対象はHS2005600000。
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（３）　冷凍品
2021年の冷凍アスパラガス輸出量は、

8046トン（前年比4.1%減）となり、生鮮、
加工品と比べて少量である。直近10年間
では12年が最大でその後減少傾向で推移
したが、18年に大きく増加しその後は再
び減少傾向で推移している（図９）。

輸出先別に見ると、米国向けが3452ト
ンと最も多く全体の42.9%を占める。こ

のほか、日本（全体の39.8%）、スペイン
（同6.8%）、ドイツ（同2.0%）、韓国（同
2.0%）とアジア、欧州地域が続いており、
上位５カ国で全体の93.6%を占める。21
年の日本向けは3203トン（前年比19.6%
増）となった。直近10年間では18年の
3212トンが最大で、その後は3000トン
前後輸出されている（表７）。
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図９　冷凍アスパラガス輸出量・輸出単価

資料：PROMPERU
　注：HS0710801000

表７　冷凍アスパラガス主要輸出先別輸出量
（単位：トン）

2012 年 2013 年 2014 年 2015 年 2016 年 2017 年 2018 年 2019 年 2020 年 2021 年

米国 5,612 5,718 3,743 3,614 3,767 3,063 3,466 4,047 3,679 3,452

日本 2,886 2,341 1,897 2,145 2,106 2,409 3,212 2,934 2,678 3,203

スペイン 1,487 1,507 1,497 1,245 1,269 1,912 2,176 1,638 1,044 551

ドイツ 152 175 151 102 228 203 208 282 253 162

韓国 0 0 0 0 0 0 138 105 114 162

その他 3,022 1,656 1,510 1,325 1,049 969 1,515 1,183 620 515

計 13,159 11,397 8,798 8,431 8,419 8,556 10,715 10,189 8,388 8,046
資料：PROMPERU
　注：対象はHS0710801000。
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５　課題および見通し

ペルーのアスパラガス輸出は生鮮品が
中心で輸出額の７割程度を占め、米国向
けが最大の輸出市場である。そして、米
国市場においては、メキシコ産アスパラ
ガスとの競合を経て成長してきたといえ
る。ペルー、メキシコ双方にとってアス
パラガスは非伝統的農産物としての輸出
品目であり、政府の支援の下、周年出荷
体制を整備するなど市場開拓に向けて強
化を図ってきた。ただし、生産・輸出体
制を比較すると、メキシコ産は米国企業
主導で展開しているのに対し、ぺルー産
は独自の流通チャンネルを使って展開し
てきた。このため、独自の流通チャンネ
ルを有するペルーは、今後も新たな輸出
戦略を展開できる可能性があるとみられ
る。

また、日本向け輸出について見ると、生
鮮品はこの10年で大幅に減少したが、少
量ながら大きなサイズの生鮮ホワイト・ア
スパラガスが一年を通して出荷されてい
る。一方、調製品については、輸出が回復
基調で推移している。また、冷凍品につい
ても米国に次ぐ輸出先として安定的に輸出
されており、日本市場において、主に中食、
外食用商材として一定の需要があるとみら
れる。

一方、生産面では、前述のとおり、新
農業振興法の施行により生産基盤の脆弱
化が懸念されている。こういった課題を
克服するためには、アスパラガスの差別
化、高付加価値化などによる競争力強化
を図り、生産者の収益性を改善していく
必要がある。

６　おわりに

ペルーのアスパラガス生産は1950年代
に調製アスパラガスの欧州向け輸出を目的
として始まり、80年代には米国向けに生
鮮アスパラガスの市場開拓をするなど、市
場ニーズの変化に対応して世界有数の生
産、輸出国としての地位を確立してきた。
同国のアスパラガス生産は一年を通した出
荷体制が整っており、また、アスパラガス
輸出においては独自の流通チャンネルを有
するといった強みを生かし、今後も新たな
輸出戦略を展開できる可能性があるとみら
れる。

近年では、地球温暖化に伴う異常気象、
世界的なインフレの進行、輸送コストの上
昇などにより農産物の安定供給の重要性が
増している。こうした中、同国のアスパラ
ガス生産は、輸出重点品目の一つとして、
政府などの支援の下、安定的に推移してお
り、世界的に需給変動リスクが高まる中で
も引き続き国際市場において影響力を維持
するものとみられる。


